外来・通所　カンファレンス記録
	平成20年　7月　7日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　木村　裕美　　　　記録　　上野　葉子
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	下舘
	兵藤
	服部
	木村
	上野
	中居
	小松
	川井
	山田（沙）
	山田（万）

	業務
	業務
	業務
	○
	○
	○
	○
	○
	業務
	○

	谷藤
	田中
	佐々木
	向

	業務
	業務
	○
	公休


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 明日7/8（火）、聖ウルスラ学院体験実習あり。対応は中居が行う予定。

· 7/9（水）デイケア運営会議の実施時間が、14：30～15：20に変更。

· 7/29（火）役職納涼会の為、勤務変更予定。

· 7/23（水）～7/24（木）看護科研修（プロセスレコード）実施。

· 8/25～8/27中級試験実施の為、対象者は参加希望日程を今月中にSGMに申請すること。

· 個人情報の取り扱いは十分に留意すること。特に、院外・施設外には原則的に持ち出さないようにし、通常でも安易に見ることが出来る場所には保管はしないこと。

· 6月分の経過連絡は本日までの提出となっている。

· 学術発表の抄録の提出が15日までとなっている。スタッフで協力して、学術発表を進めること。

· 日誌回覧時は、幸房も回覧先に追加すること（回覧グループに幸房は無い為、江刺家幸枝、馬渕豊子、佐々木真貴子の３名を追加）。また、利用者様の変化などがあれば、情報提供をしながら連携を取っていく。

· 施設修理関連。業者が来たら、その場にいるスタッフで対応すること。

1 ２階階段ドアの取手不具合（部品が到着次第、作業にかかるとのこと）

2 1階浴室の鏡枠が外れそうになっている（向かって左側）。

3 ３階の雨漏り工事（今週中に実施するとのこと）

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～片付けはやっているが、タイミングを逃して掃除機をかけることが出来なくなっ

たと話されている。また、週末に弟夫婦が実家に帰ってきたが、前ほど緊張はしなくなったとのこと。

· 森田　清助　様～デイケアで行っている革細工がもう少しで完成すると話されている。土曜日は実

家の手伝いを行い、21日も行く予定とのこと。内服は3週間分処方している。

· 高橋　百壽　様～睡眠はとれているし、朝方眠いということもないとのこと。

· 本田　英之　様～今週から、工場の就労を始めており、まずは見学から始めていくと話されている。
　　　　　　　　また、毎週土曜日に、江刺家陽輝様と釣りに行く約束をしているとのこと。

· 晴山　美智子様～体重98kg。間食はアイスクリームが多いとのこと。週2回デイケアでエアロビ

クスを行っているが、上級はついていけないと話されており、初級に参加してはどうかと説明するも、「初級だとやった気にならない」と話されている。また、大久保律子様について、友人ではあるが、気分にムラがあってどう対応していいかわからないとのこと。気分に変動があることは、病状であること説明している。

· 駒目　　翔　様～首が痛くて動かないと訴えあり。夜間睡眠に関しては、夜中3時まで起きている

ことがあると話されている。また、間食が多く、先日は1日にケーキ14個、本日は外来の待ち時間の間にヨーグルト4個食べたとのこと。膝の裏に線のような発疹があると気にされているが、それは急激な体重増加で出来るものであると説明している。また、眩暈は3種類あるとのことで、明日の自動車学校でも眩暈が起こらないかと不安があるとのこと。リソプラールとダントリウムを食後に、ジェイゾロフトを就床前に2日分増薬している。

＜利用者様情報＞

· 種市　久子　様～明日、7/8にデイケア来所すると連絡あり。生活状況の確認や、本人の訴えを傾

聴して行く。

· 駒目　　翔　様～来所時より表情の硬さみられており、理由について問うと「言いたくない」と話

さずにいる。眩暈がすると訴えあり、午前中のプログラムは休んでいる。その後、不調の理由について自ら訴えて来られ、「眩暈がして具合が悪い。首とか頭が痛い」「気分が落ち込んでいる。お父さんとお母さんにひどいことを言われるから、それが苦痛だ」と話されている。具体的には、手首を切りたいと話すと「確実に死ぬ方法でやれ」「気持ち悪い」などと言って、理由を聞こうとしてくれない、「気分が落ち込むのは、気分的なものではなく、身体的なものだから紹介状を書いてもらって来い」と話されている。また、自動車免許の講習について、発作の関係もあり運転実技講習は止められているが、父親は「早く免許を取れ」と言う為、それも本人にとって苦痛だと話されている。スタッフ側から、家族と連絡を取って状況を確認・説明をしたいと提案するが、電話だと本人が話の内容を確認できない為、嫌だと話されている。手紙であれば内容確認できるため良いとのことで、本日、スタッフと話し合い、家族宛てに手紙を書くこととしている。

· 繁名　和恵　様～来所時より、胃痛と胸痛を訴えており、胃薬と鎮痛剤を服用している。昼食後、

胸痛に加え、吐気がすると訴えており、食物残渣物を少量嘔吐している。「横になって休みたい」と希望されているが、嘔気がある時は横臥ではなく椅子に座って休むように説明するが納得せず。椅子に座って数分休んでいると、トイレに立っており、「おしっこしたら吐気がなくなった。でも胸が締め付けられて痛い」と訴えている。吐気が治まったのであれば、横になって休んでもいいこと説明すると、静養室で休みたいと話されている。体調が悪い際は休んでも構わないが、段々にプログラムにも参加していけるように説明している。

· 田名部　一樹様～疲労時は、電話連絡を行いデイケアを欠席しても良いと担当医より説明されてい

るが、最近、週1回程の頻度で欠席している為、母親に怒られたと話されている。担当医より休んでも良いこと説明されたと話すも、母親は信用しないとのことで、デイケアのスタッフから家族に説明するよう指示あり。本日、母様に来所していただき、自宅での状況確認も兼ねて面談を行う予定。

· 田向　玲美　様～「7月いっぱいデイケアを休んで、7月中に辞めたい。彼氏が退院したし、遊ん

でいたい。8月はお祭り事がいっぱいあるから。仕事もしたくない。」と話されている。就労を目標としている人の考えとして、暫くの期間を遊んで暮したいと言うのはどうか本人へ振り返り、今後も就労は進め、遊ぶのは仕事などが終わってからにすること、就労を目指しているからにはデイケアには休まずに来所すること、交際相手の負担とならない為にも生活の中心を彼氏にしない事を説明している。また、対人関係について、人との距離の取り方がうまく出来ていないことを指摘。本人も、「○○さんかな…」と自覚はしている様子。近づきすぎることで、相手を不快に思わせるようなこともある為、うまく相手と距離を持って接していくよう説明している。

· 我慢　奈津紀様～先週、最近のデイケアでの様子（娘様の不登校、娘様の足に包丁が刺さったこと

を笑って報告していたこと、交際相手が娘様の足に触ることなど）を青明舎に情報提供している。娘様の不登校に関しては、青明舎や児童相談所、学校とも連携を取り、面談をする機会を設けていく予定だと青明舎に説明されたと本人様が話されている。また、娘様のことに関して、イライラして喫煙本数が増えたと話されていることもあり、本人の訴えを傾聴し、ストレス緩和を促していくこととする。

· 袴田　隆裕　様～週末に秋田に旅行に行ってきたとのことで、疲労がある様子。来所時よりテーブ

ルに臥してぐったりと休んでいる様子みられている。

· 大久保　康弘様～本日、詩を書いたものをコピーし、文具屋の包装紙でラッピングをしたものをス

タッフに渡してくることあり。「個人名を出しているので…、読んだら捨てて下さい」と話されており、眼光の鋭さや表情の異様さはみられていない。今後も、症状の変化に注意し、観察を行っていく。

＜デイケア事例検討＞

沢田　三朗様（59）男性　　統合失調症

利用開始日：2008年5月16日

検討内容：治療計画の立案

○本人の現在の様子

· 外来受診日と通所日が同じで、週に1回の利用。

· ほとんど毎週、定期的に通所出来ており、欠席する際も連絡入れることが出来ている。

· 病院、デイケアまではバスと電車を使用して来られているとのこと。（自宅から駅までは弟様が送迎している）

· プログラムは見学として参加していることが多いが、その場にいることは出来ている。

· 他者との交流も適度に見られており、孤立している様子は無い。

· 家族関係も悪くはなく、自宅では手伝いをしており、生活面は順調である様子。

· 入院、再発のきっかけは、イライラして自分の本に火をつけたこと、家族への粗暴行為、通院拒否などがあった。

○治療計画

1 定期的な通院・デイケア利用を促し、病状の安定を図る。

2 本人の話を聞き、生活状況の確認を行う。










